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 (一社)日本造園建設業協会は、「第 19 回 全国造園フェスティバル 2024」を、10 月を中心に全国各

地で開催いたしました。 

 

各地では多くの来場者をお迎えすることができ、無事に閉幕することができました。これもひとえ

に、会員をはじめ、後援･協賛･協力団体など多くの皆さまのご支援のたまものと深く感謝申し上げま

す。 

 

 イベント当日は、箱庭づくり、球根つかみ取り、剪定実演など、様々な工夫を凝らした造園のＰＲ

が行われました。多くの市民の皆さまとともに、自然を育てる活動ができたことで造園をより身近に

感じていただけたのではないかと思います。 

 つきましては、ここに開催結果・会場担当者のアンケート結果、およびＰＲ活動の実績などをとり

まとめましたのでご報告いたします。 

  

なお、今後とも造園業の発展に寄与するとともに、造園のことを広く知っていただく場として「全

国造園フェスティバル」を一層充実させていく所存ですので、本イベントに対するご質問・ご意見・

ご要望等がありましたら事務局までお気軽にお寄せ下さい。 

 

関係各位におかれましては、フェスティバルへのご協力に重ねてお礼申し上げますとともに、今後

ともご支援賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

2025年 3月吉日 

(一社)日本造園建設業協会 

会 長  和田 新也 

■ ご あ い さ つ 

 

目 次 

 

 

P. 2･･･････････ごあいさつ 

P. 3･･･････････開催会場数 

P. 4-5･････････開催会場一覧 

P. 6‥･････････会場の様子 

P. 7-8･･･････････雑誌･新聞等の掲載 

P. 9-11････････会場担当者アンケート結果 

P. 12････････・全国造園フェスティバルの開催の意義の例 

 



3 

 

 

 

 

 

 

⚫ 会場数には中止会場を含む。 

  

全国造園フェスティバル 開催会場数 (2025/1/31現在)

総支部 支部 2024年 2023年 2022年 2021年 2020年 2019年 2018年 2017年 2016年 2015年 2014年 2013年 2012年 2011年 2010年 2009年 2008年 2007年 2006年

北海道 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 2 1

北海道 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 2 1

東北 6 6 4 3 2 6 6 6 8 5 6 7 7 6 8 7 7 9 5

青森県 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2 2 2 3 2 1 1 1

岩手県 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1

宮城県 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

秋田県 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

山形県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1

福島県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2

関東･甲信 25 18 16 10 11 24 25 22 19 25 20 21 21 20 23 22 23 79 22

茨城県 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1

栃木県 1 1 1 ／ ／ ／ ／ 1 1 1 1 1

群馬県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

埼玉県 3 1 1 2 1 3 3 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1

千葉県 4 5 5 4 2 4 4 5 5 5 5 5 6 5 4 6 6 3 3

東京都 12 8 6 2 3 10 11 8 7 12 8 10 9 9 11 9 9 66 9

神奈川県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

山梨県 3 1 1 1 3 3 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

長野県 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 2 3

北陸 2 2 4 4 1 5 5 5 5 6 5 6 6 7 7 7 8 4 3

新潟県 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 2 2 1 1 1

富山県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1

石川県 2 2 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 5 2 1

中部 4 4 4 2 1 4 4 4 4 4 6 4 2 4 5 4 4 5 13

岐阜県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 3

静岡県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 2 1

愛知県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ※1 1 1 1 1 1 8

三重県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ※1 1 1 1 1 1 1

近畿 7 7 6 4 1 8 8 8 8 8 8 8 8 10 9 8 7 5 3

福井県 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 1 1 1

滋賀県 1 1 1 2 2 2 2 2 1 1 1 1 2 2 1

京都府 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2

大阪府 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

兵庫県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

奈良県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

和歌山県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1

中国 8 6 5 2 2 7 7 7 8 8 6 5 6 6 9 9 8 7 14

岡山県 1 1 1 1 1 1 1 1 1

広島県 2 2 2 1 2 2 2 2 2 3 1 1 1 1 1 1 2 2 3

鳥取県 1 1 1 1 1 2 1 2 1 2 2 2 2 1 1 4

島根県 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3

山口県 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 4 3 3 4

四国 6 6 4 4 3 6 6 6 6 5 5 5 4 5 5 5 6 5 6

徳島県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

香川県 2 2 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 3 2 3

高知県 2 2 2 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

愛媛県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

九州 5 4 7 4 3 12 12 12 14 11 14 15 14 14 14 13 14 16 16

福岡県 1 1 1 2 3 4 4 4 4 6 6 6 6 6 6 6 6 7

佐賀県 1 1 4 3 3 5 2 3 4 3 3 3 3 3 5 3

長崎県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

熊本県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

大分県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

宮崎県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

鹿児島県 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

沖縄 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1

沖縄県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1

合計 65 55 51 33 25 74 75 72 74 74 72 73 70 74 83 77 80 136 84

※1 中部総支部として岐阜県内で開催

■ 開催会場数 



4 

 

※ 開催・参加企業は HP にて掲載 

No. 都道府県 開始日 開催場所 所在地 

1 北海道 8/3 国営滝野すずらん丘陵公園 札幌市 

2 青森県 10/26-27 イオンモールつがる柏 つがる市 

3 岩手県 10/26-27 仙北地区活動センター 盛岡市 

4 宮城県 10/19 国営みちのく杜の湖畔公園 柴田郡川崎町 

5 秋田県 10/26-27 秋田市千秋公園 秋田市 

6 山形県 9/26 弓張平公園 西村山郡西川町 

7 福島県 10/26 四季の里 緑水苑 郡山市 

8 茨城県 10/13 国営ひたち海浜公園 ひたちなか市 

9 群馬県 11/30 群馬県立金山総合公園 太田こどもの国 太田市 

10 埼玉県 9/28 イイナパーク川口 川口市 

11 埼玉県 11/8-9 埼玉県営彩の森入間公園 入間市 

12 埼玉県 11/14 埼玉県庁 さいたま市 

13 千葉県 10/5 千葉県立行田公園 船橋市 

14 千葉県 10/12-13 船橋市天沼弁天池公園 船橋市 

15 千葉県 10/19 千葉県立手賀沼自然ふれあい緑道 柏市 

16 千葉県 10/20 県立幕張海浜公園 千葉市 

17 東京都 4/6 押上第一児童遊園 墨田区 

18 東京都 6/1-2 世田谷公園 世田谷区 

19 東京都 6/8-9 東久留米市役所 東久留米市 

20 東京都 10/19-20 都立木場公園 江東区 

21 東京都 10/20 都立戸山公園 他 新宿区 

22 東京都 10/26 日比谷公園 千代田区 

23 東京都 10/26 北区立飛鳥山公園 北区 

24 東京都 10/26 豊洲ふ頭内公園 江東区 

25 東京都 11/2-3 サンシャインシティプレーパーク 豊島区 

26 東京都 11/2-3 都立代々木公園 渋谷区 

27 東京都 11/16-17 新宿中央公園 新宿区 

28 東京都 11/17 江東区立東陽公園 江東区 

29 神奈川県 10/20 相模原県立公園 相模原市 

30 山梨県 9/23 アイメッセ山梨 甲府市 

31 山梨県 9/30 甲府駅前広場 甲府市 

32 山梨県 10/19 小瀬スポーツ公園 甲府市 

33 新潟県 10/19 国営越後丘陵公園 長岡市 

34 富山県 10/23 富山県民会館 富山市 

35 岐阜県 10/12 オアシスパーク 各務原市 

36 静岡県 10/19-20 アクト通り 浜松市 

■ 開催会場一覧 
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37 愛知県 10/12 小幡緑地本園 愛知県 

38 三重県 11/9 北勢中央公園 四日市市 

39 福井県 10/19-20 ハピテラス 福井市 

40 滋賀県 10/13 彦根市荒神山公園 彦根市 

41 京都府 1/22 円山公園 京都市 

42 大阪府 10/20 浪速公園 大阪市 

43 兵庫県 9/28 県立明石公園 明石市 

44 奈良県 10/20 大和郡山市総合公園 大和郡山市 

45 和歌山県 10/5 和歌山マリーナシティ 和歌山市 

46 岡山県 10/20 倉敷みらい公園 倉敷市 

47 広島県 10/12 国営備北丘陵公園 庄原市 

48 広島県 10/19 広島市森林公園 広島市 

49 鳥取県 10/19 とっとり花回廊 西伯郡南部町 

50 島根県 9/22 島根県立西部高等技術校 益田市 

51 島根県 11/10 くにびきメッセ 松江市 

52 山口県 10/19-20 下関海峡ゆめ広場 下関市 

53 山口県 10/20 亀山公園山頂広場 山口市 

54 徳島県 10/6 あすたむらんど徳島 板野郡板野町 

55 香川県 10/12 国営讃岐まんのう公園 仲多度郡まんのう町 

56 香川県 10/20 高松市立仏生山公園 高松市 

57 高知県 10/12 高知市中央公園 高知市 

58 高知県 10/19 高知県立池公園 高知市 

59 愛媛県 10/12 愛媛県立とべ動物園 伊予郡砥部町 

60 福岡県 10/27 国営海の中道海浜公園 福岡市 

61 長崎県 10/18-20 長崎県庁 エントランスホール他 長崎市 

62 熊本県 10/26 水前寺江津湖公園広木地区 熊本市 

63 宮崎県 10/14 宮崎県立総合文化公園 宮崎市 

64 鹿児島県 9/21-23 甲突川の桜並木・緑地帯 鹿児島市 

65 沖縄県 11/10 沖縄県総合運動公園 沖縄市 
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■北海道（国営滝野すずらん公園） ■千葉（行田公園） ■千葉（手賀沼自然ふれあい緑道） 

 

  

3D CAD体験 植樹体験 造園クイズ 

■岐阜（オアシスパーク） ■愛知（小幡緑地） ■福井（ハピテラス） 

 
  

ウッドバーニング製作体験 清掃ボランティア 球根つかみ取り 

■京都（円山公園） ■鳥取（とっとり花回廊) ■山口（下関海峡ゆめ広場） 

 
  

剪定技術公開 樹木医と歩く樹木探検ツアー 寄せ植え体験 

■高知（中央公園) ■福岡（海の中道海浜公園） ■長崎（長崎県庁) 

   

花苗配布 剪定枝を使った森のスプーン・フォーク作り コンテナガーデン 

 

○ 会 場 の 様 子  
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千葉（日刊建設タイムズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都（建設タイムズ） 

○ 雑誌・新聞等の掲載  
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日造協ニュース第 608号（2024年 11月号） 
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対象：会場担当者  回答数 25／65会場中 (回答率 38.4%) 

 

１.  開催にたずさわった日造協の会員企業は？     ２. 他団体の協力がありましたか？ 

 開催組織 会場数 

単独 8 

支部内の全会員 9 

共同など 8 

無回答 0 

３.  準備期間はどのくらいでしたか？

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－①．要した人員は？             ４－②．要した経費は？（人件費･交通費を除く） 

人 数(人) 会場数  金 額 会場数 

０～ ５人 6 ～ ５万円 7 

  ６～１０人 5  ～１０万円 3 

１１～１５人 3 ～２０万円 9 

１６～２０人 4 ～３０万円 4 

２１～２５人 4 ～４０万円 0 

２６～３０人 1 ～５０万円 1 

３１人～ 2 ５1万円～ 1 

無回答 0 無回答 0 

 

５-①．イベントの来場者数は？      ５-②．共催イベント名 

人 数   共催イベント名 

～    500人 14  
首都高マルシェ、新宿区フェスタ 2024、第 42 回江東区民まつり、 

グリーンフェスタ in 東陽公園、山梨県林業まつり、わくわくフェスタ 

富山県花とみどりの祭典 2024・花とみどりの大会、浜松花と緑の祭 2024、 

北中マルシェ2024、剪定技術公開事業、2024 ひょうごまちなみガーデンショーin 明石、 

備北コスモスピクニック、グリーンフェスタ 2024in とっとり花回廊、  

島根技能フェスティバルｲﾝ益田・島根技能フェスティバルｲﾝ松江、下関市緑化祭、 

あすたむらんど「木のイベント」、第 49 回高知市都市緑化祭、江津湖みなも祭り 2024 

  ～ 1,000人 3  

  ～ 2,000人 0  

  ～ 3,000人 2  

  ～ 4,000人 0  

  4,000人～ 2  

不明・無回答 3  

有 無 会場数 

有り 13 

無し 12 

無回答 0 

日 数 会場数 

０～１０日 9 

１１～２０日 0 

２１～３０日 10 

３１～４０日 0 

４１～５０日 1 

５１日～ 5 

無回答 0 

○ 会場担当者アンケート結果 

「あった」回答の詳細： 

⇒県造協、市造協、同青年部、指定管理者、公園

職員、協同組合、イベント実行委員会、スポン

サーなど 
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６．来場者の反応はいかがでしたか？                  

 会場数 

★★★：良かった 19 

★★：普通 5 

★：あまり良くなかった 0 

無回答 0 

A：「良かった」の理由 

・ 一般来場者に喜んでもらうのはもちろん、造園建設業の PR に少しでも貢献できたと思われること。様々な世代が

同じ時間を過ごせ、また会員企業同士の交流があったこと。 

・ 軽トラガーデンの展示で庭のＰＲと本部からのチラシや配布グッズで本部と支部の組織のＰＲができた 

・ ハイウエイオアシスと連結した公園ということで、相互の利用者に来てもらえるように、共催という形で行ったこと

で、普段公園を利用しない方々にも園のことを紹介できてよかった。また、作業で出た発生材などを活用して作っ

たインセクトハウスも関心を持ってもらえ他のもよかった。 

・ 特別支援学校卒業生のための短期大学と共催の「パリパラリンピック銅メダルのボッチャを体験しよう」が特別支

援学校卒業生の活躍の場として公園を活用いただくことができ、保護者、関係者の方々が大変喜ばれていた。一

般参加者も対戦相手として加わっていただき、障害の有無に関わらず皆で楽しむことができた。 

・ 植樹体験イベントに関しては、親子で多くのご参加をいただいた。 

・ 子供と一緒に参加できるイベントが良かった。 

・ 天候に恵まれ、多くの来場者があり、区造園防災協力会としてイベントも好評で同時に来園者に会員紹介のチラ

シを作製、配布した。 

・ 毎年開催しているためイベントの開催が定着し楽しみにしている来場者が大勢あった。 

・ 連休中の開催で来場者が多く、多くの人に日造協の存在をアピール出来た。 

・ 例年よりマスコミ取材が多かった。 

・ どの世代の方にも楽しんでいただき、「毎年楽しみにしている」とお声がけ頂けた。 

・ 当初の予定が雨天のため延期となり、公園の職員方の協力もあり、別日の開催となった。高所作業車に乗車して

もらうことで、造園業でも重機などを使い街路樹の管理をしていることを理解してもらえた。 

・ のりもの体験は大人気で、行列ができるほど子供たちに喜ばれていた。普段乗る機会のない建設車両を体験し、

笑顔を見せる子供たちの姿がとても印象的だった。 

・ 森の自然観察的な要素を取り入れガイドツアーで植物の面白さを知ってもらえた。箱庭づくりで造園の仕事の面白

さを知ってもらえた。 

・ 様々な世代が同じ時間を過ごせた。 

・ イベントの告知をしていただいていたので、入園開始時間前から約２００人程度の行列ができており、開始１０分で

終了した。 

・ 一般の方に剪定した枝を利用した体験イベントに参加して頂けた。（SDGｓ） 

・ お祭りとの協賛により多くの来場者があり大盛況であった。 

・ 花苗の配布が好評だった。 

B：「普通」の理由 

・ ちびっこ広場を使用したので子供の来園が多くみられた。 

・ 造園業の広報活動、認知度アップ、県等行政機関へのアピールが行えた。 
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７．独自で企画したイベントはありましたか？ 

 会場数 

A：あった 18 

B：なかった・無回答 7 

 

 

８．今後イベントを盛り上げるための、企画や改善点などございましたらご意見をお聞かせ下さい。 

 

・ 清掃活動時に造園に興味がある来場者と意見交換ができた。 

・ 会員の方々の協力・連携もあり、会員同士のコミュニケーションの場となった。 

・ 動物園での開催ということで、幅広い世代に造園業をＰＲできた。 

企画したイベントの内容 

（クラフト）：松ぼっくりペンダント作成・てるてるポプリ作成・クリスマスリース作り・ミニチュアガーデン作成・苔玉作り・ 

寄せ植え体験・箱庭づくり・ウッドバーニング製作体験・インセクトハウス（虫の隠れ家）づくり・花釣り・ 

剪定枝を使った森のスプーン・フォーク作り   

（体  験）：高所作業車等体験・・丸太切り・3D CAD 体験・造園クイズ・樹木探検ツアー 

（実  演）：造園技術パフォーマンス・剪定教室 

（展  示）：庭創作コンテスト・写真による活動報告ブース・パネル展示 

（配布・販売）：球根配布・花の種の配布等・特産物の販売 

（講演・講習）：ウォーキングレッスン・花壇づくり講習会・庭木、園芸相談・ドッグトレーニング教室 

（そ の 他）：樹木の剪定ボランティア活動・清掃ボランティア・公園利用に関するアンケート 

【目的・企画・運営】 

・ マスコットキャラクターやタレントの活用があればもっと盛り上がるのではないか。 

・ 今後に向けて、展示や配布物の他にものづくりコーナーを設けて、ものづくりの楽しさもＰＲしていきたい。 

・ 今後も発生材などを活用しながら、公園にもっと親しんでもらえるような企画を行っていきたい。 

・ 全国各地の公園で開催されていることの PR をもっとして欲しい。 

・ 何か、来年はイベント内容を一つは増やしていきたい。 

・ 花植えを企画して参加者に行ってもらう。 

・ 来園者の年齢とイベントの内容を見直す。 

・ 単独での開催は集客力が乏しいので花とみどりに関心のある方々が、集まるイベントと共催できればアピール効

果が高いと思う。 

・ イベント間が間延びした感じになった。 

・ 苗木等の配布が短時間で終わってしまうため、何か新しい企画も考えていきたいのですが、予算の関係もあり毎

年良い案が出てこないので、今後の課題として協議したい。 

・ 動物の高齢化により、エサやり体験など動物園ならではの企画が難しくなった。 

・ 街路樹などどこにあった樹木を使ったなどが説明出来たら、もっと街路樹などに親しみを持っていただけたのでは

ないか。 

・ 幅広い年齢層に向けて造園のアピールや参加可能な企画を増やせればと感じた。 
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９. その他、ご要望やご意見等ございましたらご記入下さい。 

※頂いたご意見は、取りまとめの都合上、回答項目の移動や同様の内容をまとめている場合等ございます。予めご了承下さい。 

 

 

 

■花と緑の大切さや造園のアピール 

 ・自然体験や環境学習をとおして、子供から大人まで幅広い年齢の方（とくに子供たち）に造園や

植物の魅力が伝えられ、興味を持ってもらえる。 

 ・造園業は「植木屋さん」と思われていたが、もっと広い領域の仕事をしていることを知って

もらえる。 

 

■行政や地域住民との交流 

・普段話す機会が少ない地域住民や役所担当者と交流できる。 

・公園利用者にアンケートを取り、生の声を聞くことができる。 

・アンケートの集計データを役所に提出し、利用者の声を伝えられる。 

・植物の育成や手入れを学ぶ場として、 

 

■会員企業にとって 

・指定管理している公園や施設におけるイベントの一つとして取り組み、行政に評価される。 

・開催・企画を通じて、社員やその家族、社外業者との親睦を深めることができる。 

・開催準備する社員の企画力・提案力が高まる。 

・造園の伝統技術・最新技術をアピールし、造園技術の普及に貢献できる。 

 

 

 

・ 例年通りのイベントで多くに人に楽しんでいただけた。 

・ 次年度に向けて、支給されていたポスターやのぼり旗の支給をお願いしたい。 

・ ノベルティ等のご提供ありがとうございました。お花の種は、特に好評だった。 

・ 会場までの案内板や地図を見やすくした方がいいと感じた。 

・ 各会場にて、協会活動，会員会社の情報を配布できるようにデータを作っていただきたい。 

・ 何のためにやっているイベントなのか、イベントをやっている意味を理解せずに行っている(毎年やっているからや

るやっつけ仕事)気がするので、その必要性を参加している会員の皆さまへ周知が必要。 

・ 種がもう少し種類・数量がほしかった。 

・ ノベルティのエコバッグや種を有効に活用できた。ありがとうございました。 

一般社団法人 日本造園建設業協会 造園フェスティバル係 

〒113-0033 東京都文京区本郷 3-15-2-4F 

TEL：03-5684-0011 FAX：03-5684-0012 

http://www.jalc.or.jp E-mail: festival_go ｱｯﾄﾏｰｸ jalc.or.jp 

○ 全国造園フェスティバルの開催の意義の例 

http://www.jalc.or.jp/
mailto:festival_go@jalc.or.jp

